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論文内容の要旨

本論文は， ATM 網における通信品質保証のための制御技術に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は次

の 5 章より構成されているo

第 1 章では，本研究の背景となる ATM 交換技術について概説し，本研究の位置付けおよび意義を述べている。

第 2 章では，音声，動画像といった等時性の高いサービスを ATM 網に収容する際に生じる問題点について考察し，

その解決方式として Q-STM 方式を提案している o この方式では， ATM 交換機にセルスロットの時間交換機能を

付加することにより仮想的に STM 伝送を行うため，バッファ溢れや交換基盤の出力端子競合に起因するセル廃棄を

完全に回避し，網内における遅延変動を無くすことを可能としているo また，帯域割当て単位を ATM セル長とする

ことから生じる交換遅延時間の増大を，新しくサブフレームの概念を導入することにより解決している o さらに，通

常の ATM サービスも混在して収容できるように構成することにより， Q-STM 割当てスロットに対する統計多重

効果も得られている。本研究では，フレーム構成， ATM サービスクラス，交換機構成および呼設定方法について考

察している。

第 3 章では， 2 章で提案した Q-STM 方式の性能評価を行っている。まず Q-STM 方式の設計問題として， (i)呼

設定方法とその有効性の評価， (ü)サブフレーム数に関する定量的評価による最適なサブフレーム数の明確化，を各々

行っている。次に， Q-STM 方式の有効性を明らかにするために， (副)ATM サービスクラス QOS， (iv)Q -STM 方式

の導入に伴う呼設定処理時間の増加量，を各々評価している。 (i)--"'(温)については計算機シミュレーションにより， (iv) 

については解析的な方法でそれぞれ評価している o

第 4 章では，静止画像やファイル転送といった，遅延品質に寛容であり情報伝達の完全性が要求されるサービスを，

ATM に収容する際に生じる問題点について検討し，誤り制御単位であるブロックの損失確率を低減することの重要

性を述べている。そして， この目的を達成する制御方式として FEC-SSCS (サービス固有コンパージェンスサプレ

イヤにおける前方誤り訂正方式)に着目し，その性能を解析評価している o その際の性能評価尺度として，ユーザー

の実感するメッセージレベルが望ましいことを明らかにしている o そこで本研究では新しく， メッセージ，フーロック，

セルの 3 階層を考慮に入れた解析を行っている o その数値結果から， FEC -SSCS の適用に関する指標と， その有

効性を明らかにしている。

第 5 章では，本研究で得られた成果を総括しているo
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論文審査の結果の要旨

高度情報社会を支える情報通信ネットワークとして広帯域サービス総合ディジタル通信網 (B- ISDN) の構築が

強く望まれている。そのネットワークでマルチメディアサービスを効率よく取り扱うために非同期転送モード

(ATM) が重要な位置を占めている。本研究は， ATM 交換網においてサービスの要求する通信品質を保証する制御

技術に関して新しい技術を提供するもので，新しい方式を提案し，解析によりその有効性を実証している。

その主な成果を要約すると以下の通りである o

(1)音声，動画像といった等時性の高いサービスを ATM 網に収容する新しい方式として， ATM 交換機にセルスロッ

トの時間交換機能を付加することにより仮想的に STM 伝送を行う Q-STM 方式を提案している。さらに， この

方式と通常のATM サービスとを混在して収容できるように構成することにより， Q-STM 割当てスロットに対

する統計多重効果も得られている。

(2)提案している Q-STM 方式について，方式設計で重要となる呼設定方法ならびにフレームをサブフレームに分割

する際の最適設計指針を明らかにするとともに，混在収容した場合の ATM サービスクラスの QOS， および Q­

STM 導入による呼設定処理への影響の定量的評価を行い，方式の有効性を明らかにしている。

(3)ますます高速化傾向にある ATM 網において，静止画像やファイル転送などのような遅延品質には寛容であるが，

誤りに対してはシビアな品質の要求されるサービスに対して， FEC-SSCS (サービス固有コンパージェンスサプ

レイヤにおける前方誤り訂正方式)が有効なことを提案し，ユーザの実感するサービス品質に着目した性能の解析

を行い，その有効性を証明している。

以上のように本論文は、将来の高速マルチメディア通信を効率よく行うことのできる ATM 網において，各種サー

ビスに対してそれぞれ適正な通信品質を保証できる制御技術について，新しい方式提案ならびにその性能評価を行い，

新しいネットワーク構築に向けての基礎的知見を与えており，通信工学ならびに通信網工学の発展に寄与するところ

が大きし」よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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